
県の男女共同参画事業について

令和６年２月１日（木）
第２回 男女共同参画審議会

多様性・女性若者活躍課

資料３



大学生を対象とし、ジェンダーや多様性等について学び、ライフステー
ジや日常の様々な場面で主体的に多様な選択ができる人材を育成

（１）男女共同参画ユースリーダー養成講座の開催【新規】

１ 男女共同参画及び女性活躍の推進
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（２）自治体職員向け「男女共同参画の視点に配慮した表現の

ガイドライン」による意識啓発

広報の重要性や工夫について、具体的で身近な実例をイラストにより、
わかりやすく示したリーフレットを作成し、公的広報を日々発信する自
治体職員の参考とする

男女共同参画の視点に配慮した表現のガイドライン

講座チラシ
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（３）デジタルロールモデル集及び動画による山形の魅力発信

県内女性の多様な生き方・働き方等をまとめたデジタルロールモデル集
及び動画を作成し、若年層に向けて山形で暮らし働くことの魅力を発信

（４）性別による固定的な役割分担意識の解消を促す啓発媒体

による意識啓発

性別による固定的役割分担意識の解消を促す多世代向け啓発媒体（動画、
リーフレット、パネル）を作成し、広く県民に発信

デジタルロールモデル集



２ ワーク・ライフ・バランスの実現と女性の就業支援
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認定制度チラシ

（１）やまがたスマイル企業認定制度・

各地域における企業交流会実施事業【新規】

・ワーク・ライフ・バランスや女性活躍などに取り組む企業に対する

独自の認定制度「やまがたスマイル企業認定制度」の創設

（R6.1.1現在 141企業認定）

・取組事例を共有するための各地域における企業の労務担当者を対象

とした交流会の実施
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（３）男性の家庭参画推進事業

・「男性育休キックオフセミナー」の開催（オンライン）

・先進的な企業の取組み等を掲載したデジタルリーフレット

「職場とパパのための男性育休のススメ！」による周知・啓発

「職場とパパのための男性育休のススメ！」

（２）やまがたイクボス同盟運営事業

・「やまがたイクボス同盟」の加盟拡大（R5.12.31現在 563企業・団体加盟）

・企業経営者層の意識改革のための「やまがたトップセミナー」の開催

セミナーチラシ



◆ 結婚・出産・育児期に離職した女性の就職希望に対応

◆ これから働こうとする女性一人ひとりのニーズに応じた就業のワンストップ支援窓口「マザーズジョブ

サポート山形」及び「マザーズジョブサポート庄内」を開設し、ハローワークにおける職業紹介機能との

連携による一体的なサービスを提供。

マザーズジョブサポート山形・庄内

相談員の配置による相談対応

仕事と子育ての両立などに関する
各種セミナーの開催

特別相談事業の開催（各月１回）

保育ルーム「にこにこ」「きらきら」の運営

出張相談・セミナーの開催

就職面接用スーツ等の貸出

▶ 就職の環境や条件が整っていない女性等の相談

▶ 仕事と子育ての両立に関する相談・支援(保育情報など)

▶ 労働局と連携した開催

▶ 山形県福祉人材センターによる保育士・介護士等就職相談

▶ 山形県母子寡婦福祉連合会によるひとり親家庭就業相談

ハローワーク

▶ ハローワークでの職業相談・職業紹介

▶ 求人情報・労働市場情報の提供

▶ 各種支援制度に関する情報提供

▶ 職業訓練に関する相談

☞ 女性の就労支援に関するワンストップサービスの提供

ハローワークにおける職業紹介等

就職に関するセミナーの開催

出張相談の様子

マザーズコンシェルジュによる相談

一体的に
実 施

（４）マザーズジョブサポート運営事業
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◇県男女共同参画センター・チェリアの相談機能の強化

・チェリアで実施している女性の臨床心理士による「こころの相談」
（第２・４土曜日）に加え、「女性のためのこころのオンライン相談」
として第１・３土曜日に実施（月２回→月４回に拡充）

◇孤独・孤立や不安を抱えた女性に対する支援体制の強化

・女性同士が身近なところで互いに支え合うピアサポート等の取組み

・経済的な理由で生理用品を買うことが困難な児童を含む女性に対し、
県内各地のNPOや学校、図書館等の身近な窓口で無償提供

やまがた女性のつながりサポート事業

不安や悩みを抱える女性を支援するため、県内各地のNPO等と連携し、相談体制の充実や生理
用品の無償提供を行うほか、支え合い活動の取組みを支援する。

啓発リーフレットで周知中

県内各地のNPO等団体と連携して、支援する仕組みを構築

３ 様々な困難を抱える女性への支援
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多様性を認め合い、誰もが生きづらさを抱えることなく個性や
能力を十分に発揮できる社会づくりに向け、県民の理解促進を図る

◇ 第１回 知ろう、気づこう！ 私の「アンコンシャス・バイアス」

◇ 第２回 「誰もが自分らしく」ＬＧＢＴＱと人権

◇ 第３回 なぜ組織に「ダイバーシティ」が必要なのか

（１）「多様性が尊重される社会づくり推進セミナー」の開催【新規】

４ 多様性が尊重される社会の実現に向けた県民の理解促進等
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セミナーチラシ

（２）県内の性的マイノリティ支援者団体との意見交換会の開催【新規】

今後の施策展開の参考とするため、性的マイノリティの方々が抱え
る困難等について意見交換を実施
⇒「県がパートナーシップ制度を導入し、県内自治体の機運を高めてほしい」等のニーズ

（３）県政アンケート調査における性の多様性に関する意識調査の実施【新規】

性的マイノリティに関する言葉の認知度や、取り組むべき施策についてアンケートを実施
⇒認知度が高い：「カミングアウト」「性的マイノリティ」「ＬＧＢＴＱ」
認知度が低い：「ＳОＧＩ」「アウティング」



すべての県民が、性別に関わりなく個人として尊重され、社会や地域において個性や能力を
十分に発揮できる山形県の実現を目指す

制度の趣旨

５ 山形県パートナーシップ宣誓制度の導入（令和６年１月～）

9パートナーシップ宣誓書受領証

制度の概要

・双方又はいずれか一方が性的マイノリティのカップルが、互いの人生において、互いに協力し
て継続的に生活を共にすることを約束した関係であることを宣誓し、県は、お二人が宣誓した
ことを証明する「山形県パートナーシップ宣誓書受領証」を交付

・「受領証」を提示することにより、制度の趣旨に賛同
する自治体や民間事業者の提供するサービスの一部に
おいて、配偶者や家族と同様の取扱を受けることが可
能となる

【利用できるサービス（例）】
・県営住宅の入居申込、県立病院での家族同様の面会
・生命保険の受取人指定、携帯電話の家族割引 等


